
がん・糖尿病専門部会 

 

１ 開催状況 

（１）第１回：令和７年８月４日（月）書面開催（８月１３日（水）完了） 

（２）第２回：令和８年３月２日（月）書面開催（３月１０日（火）完了） 

 

２ 委員の状況 ８名（◎部会長） 

氏 名 所属及び職名 

◎ 河合 貴之 羊蹄医師会 会長 

木佐 健悟 ＪＡ北海道厚生連ニセコ羊蹄広域倶知安厚生病院  総合診療科主任部長 

槇野 舞子 倶知安町 福祉医療課主幹兼こども未来課主幹 

若林 英昭 北海道薬剤師会後志支部 支部長 

渡邉 裕恵 小樽市立病院 患者支援センター主幹 

岡本 縁 ＪＡ北海道厚生連ニセコ羊蹄広域倶知安厚生病院  地域医療連携室看護科長 

今井 由香里 北海道社会事業協会岩内病院 看護部長 

山内 賀恵 余市町民生部子育て・健康推進課 主任技師 

 

３ 報告・協議事項 

（１）第１回 

  ・委員改選に係る報告 

・北海道医療計画後志地域推進方針（令和６年度～令和１１年度）の推進状況（がんの

医療連携体制、糖尿病の医療連携体制）及び令和７年度活動計画に関する協議 

（２）第２回 

  ・令和７年度の活動報告 

・「令和７年度糖尿病及び歯周病の重症化予防に向けた医科歯科連携に関する実態調査

結果の概要」並びに令和７年度における「がん・糖尿病専門部会」の取組評価と今後

の方向性に関する協議 

 

４ 委員からの意見 

○令和７年度糖尿病及び歯周病の重症化予防に向けた医科歯科連携に関する実態調査結

果の概要について 

  ・この地域では集合研修などを開催しても出席が見込めないと思うので、連携の進め方

については検討が必要。 

  ・医科歯科連携の重要性の認識は高いが、地域ごとの特性や課題を考慮した対策が必要。 

  ・必要な治療を受けることが最も大事なことであり、未受診者への受診勧奨の割合が増

加することが大切。医科と歯科で必要としている情報や伝えたいと考えている情報

がわかると、具体的な取組方法の検討に役立つのでは。 

資料１－１ 



５ 令和７年度活動報告 

〈研修会の開催〉 

「児童・生徒の望ましい生活習慣形成に向けた研修会」兼「ShiriBeshi Learning Box 

プロジェクト」（望ましい生活習慣の在り方） 

日  時：令和７年１２月１７日（水）１３：３０～１６：３０ 

場  所：後志総合振興局 １階 保健所会議室（ハイブリッド開催） 

内  容：報告「後志管内の健康課題について」 

     講義「子どものセルフケア能力を高める健康教育と過程への波及効果について」 

     グループワーク「子どもたちの生活習慣と健康課題に対する取組について」 

参加者数：２２名（学校８名、行政１３名、医療機関１名） 

 〈調査の実施〉 

  「令和７年度糖尿病及び歯周病の重症化予防に向けた医科歯科連携に関する実態調査」 

調査対象：後志管内の病院及び診療所 

標榜診療科名：内科（87施設）、歯科（122施設） 

調査期間：令和７年１２月１０日（水）から令和８年１月３０日（金）まで 

調査内容：問診項目の内容（歯周病の有無、糖尿病の有無）、医療連携ツールの活用

状況（診療情報提供書、糖尿病連携手帳等）、医療連携の必要性、医療連

携を進めるために必要だと思うこと など 

回 収 率：医科 71.3%、歯科 61.5% 

    ※歯科保健医療専門部会との共催事業 

 

６ 令和８年度活動計画 

【がん】 

  引き続き教育局と連携し、児童や生徒に対するがん予防を始めとした望ましい生活

習慣形成に向けた普及啓発に取り組むこととする。 

  また、特に受診率の低い、乳がん及び子宮頸がん検診への対策や管内におけるがん検

診の実施体制等について、課題を整理する。 

 【糖尿病】 

  糖尿病及び歯周病の重症化予防に向けた医科歯科連携の推進に向け、実態調査結果

から、優先すべき取組を実施する。 

 

 


